
 

  
●特徴的な取組み 

(１)歴史的価値の高い平木橋の保存 

 

 

 

※1 平木橋は大正４年に山田川疏水事業の一部として建設された水路橋で、石と煉瓦を組み合わせたアー

チ橋は希少価値があり、また花崗岩の白と煉瓦の赤が華やかな美しさを表現している。 

（土木学会選奨土木遺産に選定：H22 年 1 月 29 日、加古川市指定文化財に指定：H22 年 3月 5日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)積極的な事業 PR 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【移設前】 【移設後】

【開通記念ウォーキング】(H26.3.23)

①工事で支障となった土木学会選奨土木遺産「平木橋」※1を移設保存。 

②「平木橋保存検討委員会」を立ち上げ、移設場所、解体構築工法等を決定した。 

現位置から約１ｋｍ西に位置する 

「前の池」に移設を実施 

①地元小学生や建設業関係者などを対象に工事中の現場見学会を実施。 

②開通前に開通記念ウォーキングを実施。開通記念ウォーキングには約２千人が参加し、加古川中央 JCT

～神野ランプ間（往復約５ｋｍ）のウォーキングを楽しんだ。 

③東播磨道の開通式典を実施し、開通パレードを行いました。 

【地元小学校現場見学会】(H24.11.21)

【兵庫県建設業協会加印支部現場見学会】(H24.5.29)

【開通式典】(H26.3.23)
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(3)ナゴヤダルマカエルに配慮した側溝を設置 

 

 

 

 

 

 

※環境庁レッドリスト(環境省カテゴ絶滅危惧 IB類)、兵庫県レッド 

データブック（Aランク）に掲載されており、「ごく近い将来に 

おける野生での絶滅の危険性が極めて高いもの」と取り扱われて 

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)高架下の有効利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ナゴヤダルマガエルが転落した際の這い出し 

に配慮した片側がスロープ構造の側溝 

ナゴヤダルマガエルの生息環境を分断しないよ

う円形カルバートを設置 

【ナゴヤダルマガエル】 

①八幡稲美ランプ周辺に絶滅危惧種のナゴヤダルマカエル※が生息。 

②ナゴヤダルマカエルの生息に配慮したスロープ構造の側溝の 

設置、生息環境を分断しないよう横断水路の設置による環境 

保全措置を実施。 

①高架下の道路空間の有効活用を図るため、広く一般から占有者を募集。（H26.10～） 

②高架下は、民間の駐車場、地域コミュニケーションのためのレクリエーション施設などに利用されてお

り、沿道のまちづくり、地域振興にも寄与している。 

①パブリックスペース 

（ゲートボール場） 

②多目的スペース（駐車場） 
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① ② ③ 

高架下利用区間 

③多目的スペース（駐車場） 

面積(m2)

　　パブリックスペース 14,683

　　多目的スペース 21,466

　　道路管理者スペース 1,500

名　　称 利　用　目　的

　　公園広場（ゲートボール場、農業交流広場等）

　　駐車場等

　　非常階段、資材置場等

＜凡 例＞

スロープ構造の側溝

円形カルバート等の横断部

北工区の円形カルバート設置予定箇所



 

●改善措置の必要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

●同種事業の計画・調査・事業実施のあり方、事業評価手法の改善等 

・東播磨道周辺では、南工区が供用したことと北工区の開通を見越して、企業立地が進むなど産業界から

の期待が大きい。これまでの道路事業では、時間短縮効果や事故減少など直接的な効果を指標として評

価していたが、今後、企業立地の促進や新たな雇用促進などのストック効果も事業評価手法の 1 つとし

ていく必要がある。 
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抜け道として 利用
交通量増加

【新たな問題が発生/東播磨道１期供用後、主要交差点の渋滞が増加】

①東播磨道Ⅰ期の端部である八幡稲美ランプ周辺では、新たな交通渋滞が発生している。 

 これらの課題解決のため、早期の全線供用を目指す。 
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●事業概要等の変遷 
 

【平成 19年度（再評価）】 

 総事業費 C=656 億円（内県事業費 539 億円）    

 事業期間 H10～H25      

 計画延長 L=6.0km（自専道区間：5.2km 一般道区間：0.8km） 

       L=3.3km（側道区間）       

 計画幅員  

自専道区間 W=14.0(18.7～19.0)m 4 車線 

      W=7.0(12.7～13.5)m 暫定 2車線 

側道     W=3.25(11.25)m×2（両側） 

 

【平成 24年度（再々評価）】  

 総事業費 C=690 億円（内県事業費 569 億円）    

 事業期間 H10～H25        

  計画延長 L=6.0km（自専道区間：5.2km 一般道区間：0.8km） 

       L=3.3km（側道区間）       

 計画幅員  

自専道区間 W=14.0(18.7～19.0)m 4 車線 

      W=7.0(12.7～13.5)m 暫定 2車線 

側道     W=3.25(11.25)m×2（両側） 

 

【平成 25年度（事業完了）】 

 総事業費 C=690 億円（内県事業費 569 億円）   

 事業期間 H10～H25      

 計画延長 L=6.0km（自専道区間：5.2km 一般道区間：0.8km） 

       L=3.3km（側道区間）       

 計画幅員  

自専道区間 W=14.0(18.7～19.0)m 4 車線 

      W=7.0(12.7～13.5)m 暫定 2車線 

側道     W=3.25(11.25)m×2（両側） 

 

（事業費増加の主な理由） 

・鋼材価格の高騰による橋梁工事費の増加、走行性等を配慮した排水性舗装の実施、県立加古川医療セン

ターランプの北向きを追加したこと等により、総事業費が約３０億円増額となった。 
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